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子どもたちの学びに主体性と多様性を！
今号は、学校の授業時間内における「子どもの学び

を支える人々」と、「教育情報誌うらやすスタイル」
の創刊 50号を記念した記事の紹介です。学校の教育
活動は「教科学習」と行事等の「特別活動領域」で構
成されており、各学校は教科書の内容等を創意工夫し
て実践や体験を通して、知識・技能を習得させ、思考
力・判断力・表現力等を身に付けさせていきます。そ
の際、教師以外の外部の専門家や、地域社会で活躍さ
れている方々を招いて実際に話を聞いたり、実技を見
たり、また時には現地に出向いて本物を見たり、体験
したりと多様な学びを行っています。
私は教育長に就任した 2018年の第 35号から、こ

のコラムの中で「学校教育と社会教育の融合」をコン

セプトに内容を紹介してきました。子どもたちの学校
での学びが、社会生活や生涯学習のどこに結びついて
いるのか、つながるのかを考えた深い学びを進めるこ
とで、子どもたちの主体性が育まれるものと信じてい
ます。
今年の夏の公民館や郷土博物館等の社会教育施設

での講座や事業、アートプロジェクト『浦安藝大』や
青年会議所等の事業に参加している子どもたちの姿
を見ていると、学校教育と社会教育の融合の兆しが見
え始めてきているなと手ごたえを感じ、嬉しく思って
います。
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